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研究成果の概要（和文）： 

 オントロジーを組み入れたモバイルシステムと SNS を開発し，試運用を行った．クラ
イアントには iPod Touch を用い，個別の会社についての気付きや就職活動のプロセスで
の気付きを視覚的に表示し，自分への新たな気付きを促す支援機能の有用性を検討した． 
 また，運用データをもとに，自己調整スキルを蓄積するためのデータモデルとしてのコ
ンピテンシーモデルの開発に取り組んだ．本研究成果からは自己調整タスク一般に汎化可
能な概念も見受けられ，自己調整スキルモデリングの枠組みとしての一般化可能性が示唆
された．  
 
研究成果の概要（英文）： 

Job-hunting is a complicated process which requires applicants to recognize what job they are 

actually looking for and what the companies are looking for in applicants. Applicants must be able 

to carry out an analytical process about the job requirement and the company, their own skills, 

competencies and goals, and their application activities. This can be considered as a self-regulated 

learning process where job-hunters learn to use the skills of self-observation, self-judgement and 

self-reaction. In this research, we present a supportive social environment that aims to prompt 

job-hunters to be more aware of the different aspects of job-hunting and support the utilization of 

different skills required in the process. 
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１．研究開始当初の背景 

学習科学分野では，自分自身の認知や行動を
意識的な観察・統制対象のコトとして取り上
げ調整する自己調整能力育成の重要性が再
認識されている．学習活動を通じた自己調整
活動を通じて，「学習に対する動機付け」，「自
己効力感（自分への期待感）」といった情意
的側面に好影響を与えることがアメリカを
中心としたグループの研究でわかってきて
いる（参考文献(1)）．教育システム情報学分
野では，北陸先端科学技術大学院大学のグル

ープが，SNS プラットフォームを活用した就
職活動支援のシステムを構築し研究室規模
でこれを稼働させている（参考文献(2)）．オ
ントロジー工学分野では，状況に適応する支
援機能の実現，支援機能に込めた意図に沿っ
た評価，洗練プロセスを効果的に行い知見を
積み上げていくため，開発者，ツール利用者，
計算機の間での対象世界に関する意味共有
の程度をオントロジーを基礎として高める
必要があるとの認識が拡がっている（参考文
献(3)）．しかし，本研究で対象とする自己調
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整活動の概念は潜在性が高いため，この活動
を体系化する試みは多くはなされていない． 
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以下では，次節で述べる 3 つの具体的な目

標を設定した背景について，本研究遂行に密
接に関わる 2 つの観点から述べる． 

[A] 就職活動は多忙を極めている．いま以
上の負荷を学生にかけることは好ましくな
いと多くの人が思っている．一方で，多くの
タスクを抱える中でも，それらを適切に管理
し成功裏に遂行するための本質的事柄に時
間をかける能力を鍛錬することに関する社
会的要請は高まる一方であり，GTD (Getting 

Things Done)方法論に代表されるようなタス
ク管理手法とこれに準拠したツールが注目
を集めている．表層的には，タスクに関する
情報書き出しによる見える化であるが，根底
には情報を書き出すことで頭の中で利用可
能な認知的容量を増加させ，本質的事柄に意
識を向けさせるという認知的知見に基づく
考えがある．そのような中で，就職活動を対
象とした自己調整スキル体系を計算機が意
味理解可能な形で体系化(副目標 A))し，これ
にもとづいて動作するモバイル端末と SNS

を連携させた気づき支援システム(副目標 B)

を構築することで，情報の表出化と自己調整
スキルの適切な発揮を促す着想を得た．この
ためには，(1)構築した自己調整スキル体系が
心理学的理論に立脚した良質なものである
とともに，(2)自己調整活動の発揮を促す適切
な刺激を生み出す仕組みの開発が必要とな
る．このために，申請者らがこれまで中等教
育での学びを対象として行ってきた自己調
整学習行動に関するオントロジー工学的な
知見を基礎にして，(1)自己調整の思考プロセ
スの構成概念の電子辞書（オントロジー）と
自己調整プロセステンプレートを組み入れ，
(2)入力負荷の増加を抑えつつ思考を整理し
て記録できる気づきの入力環境を開発しよ
うと考えた．利用者が「楽に記述でき」，「自
らを見つめる自己調整スキルの発揮」が促さ
れ，このことで利用者の能動的動機付け，自
己効力感を支援するツールとして考えるこ
とができるようになる．このように，本研究
では表層的な(問題解決指向の)就職活動支援

としてではなく，この活動を自己調整学習の
契機として捉え，学習を指向する能動的態度
を生み出すツールの構築を目指す点に斬新
性があると考えた． 

[B] 別のプロジェクトにおいて，モバイル
端末を活用した自己調整支援ツールの開発
を行ってきた．そこでは，中等教育を対象と
しているため生徒の認知的発達段階を考慮
して，主に学習の行動方略の統制と獲得に焦
点をあてた支援ツールの開発を行っている．
本研究では，生涯に渡る各段階での適切な自
己調整スキルの育成教育プログラムの開発
が必要であると考えている．大学生を対象と
した本研究では，先行研究で対象とする行動
方略に加えさらに自己調整の認知的方略の
獲得を支援することも視野に入れ，有用性を
実証評価するために，SNS により，認知的活
動と情意的側面の双方を組織的にサポート
できるシステムの開発とその実証評価を行
うことを考えた． 
 

 

２．研究の目的 

学習者の行動制御と情意的側面を支えるこ
とを目的とした別プロジェクトにおいて，モ
バイル端末を活用した自己調整スキル獲得
支援システムの開発を中等教育の生徒を主
な対象として心理学の研究者とともに行っ
てきた（参考文献[4]）．日本の大学生の就職
活動では，数十以上もの企業に応募すること
が珍しくなく，自分の適性やキャリアパス，
企業研究に必ずしも時間をかけ熟慮する時
間を持てないことも実情である．採用活動で
の苦戦が続き自己効力感が損なわれること
や焦りからこれへの意欲的取り組みが一層
損なわれる悪循環に陥ってしまう．実りある
人生を築く上でのこの負の体験は，生涯に渡
り大きな足かせとなることも危惧される．就
職活動の適切な段階（企業研究，エントリー
シート執筆，面接の準備，終了など）で行動
を振り返り，自身への気づきを SNS と連動可
能なモバイル端末を用いて手軽に記録でき，
その後の就職活動に肯定的にフィードバッ
クできる仕組みを構築することで自己調整
実施への意識を高め能動的活動の実施を支
援することを目的とした．より具体的には， 

 

 副目標 A：就職活動を対象とした自己

調整スキル体系を計算機が意味理解可

能な形で体系化する． 

 副目標 B：モバイル端末とSNSを連携さ

せた気づき支援システムを構築する． 

 副目標 C：就職支援センター/コミュニ

ティと連携して有用性を実証評価する． 

ことを目的として設定した． 

 



 
３．研究の方法 

自己調整スキル体系を構築する際に先行研
究の成果を利用し，初年度は，前期にオント
ロジーを組み入れた(1)モバイルシステムと
(2)SNS を開発し，後期に実践運用を開始する．
それを通じて運用ノウハウを蓄積し，オント
ロジーと支援機能洗練のための知見を得る．
次年度は，洗練したオントロジーと支援機能
を洗練しシステムのバージョンアップを図
る．さらに，システムの有用性評価を行うこ
ととする．各年度の具体的計画を以下で述べ
る． 

平成 23 年は，自己調整学習支援ツールの開
発に取り組む．すなわち，オントロジーを基
礎にして行動を振り返ることによる気づき
を簡便に記録できるモバイルシステムを開
発する．面接の後では，例えば「準備にどの
程度時間がかかったか？」，「それは十分であ
ったか」，「伝えたいことが適切な言葉で伝え
ることができたか？」，「不十分であったとし
たら，自分の中でそれが本当に明確になって
いるか？」といった自己内対話の活性化を通
じて自分自身の行動を統制する思考活動を
洗練することが必要となる．このような自分
自身についての思考の拡がり・深まりを促す
特徴的な”自らへの問いかけ”とそれをきっ
かけとした気づきを SNS 上に蓄積する仕組
みを構築する． 

その上で，簡便な入力の仕組みと，グラフ
構造表現による視覚的表示機能を実現して
自分に対する理解の深まりとその気づきを
もたらした問いかけを経時的にトレースで
きる仕組みを実現する．開発は，先行研究を
通じて開発ノウハウが蓄積されている iPod 

を用いる． 

行動変容を促す SNS の開発は，自己の行動
情報整理基盤と自己調整活動を促す刺激を
与える機能を SNS 上に実現する．(1)で開発
した機能は SNS 上でも利用可能とするが，会
社についての気づきや就職活動の各プロセ
スでの気づきを業種や業界，プロセスごとに
まとめて提示し，自分への新たな気づきを促
す支援機能をオントロジーを基礎にして実
現する．開発は，オープンソースの OpenPNE

にオントロジーを組み入れる形で行う． 

そして，開発したシステムを実践運用する．
大学生の希望者を募り，実証実験を行う．就
職活動を支援するメンター学生の協力を得
てメンターとしてコミュニティに参加する．
自己調整活動を活性化する問いとこれに関
するコミュニケーションを図り，情意的側面
にも配慮したメンタリングを実施する． 

平成 24 年度は，(3)前年度に運用したシステ
ムの有用性を分析するとともに，(4)その結果
をフィードバックしながらオントロジーと
支援機能を洗練しシステムのバージョンア

ップを行うことにする． 

(3)(1)で開発した問いと気づきの経時的変
化のプロセス提示機能を用いて，利用者の変
容変化と利用者アンケートの結果を比較分
析する．この結果は，以下でのオントロジー
の洗練にフィードバックする．具体的には，
匿名化されたユーザの気づきから，利用者毎，
業者毎の特徴を分析する．そして，オントロ
ジーで定義された語彙を用いて，問題解決指
向の利用者と学習指向の利用者の特性を分
析する．さらに，この分析を通じて，就職活
動領域での特徴的な自己調整学習スキル概
念を峻別し，それまでのオントロジーに書き
加える． 

(4)(3)の結果を，ヨーロッパ地域での Job 

Hunting スキル体系構築を行い，洗練をはか
る．そして，(4)の結果をシステムに組み入れ，
適切なときに適切な自己調整学習を促す支
援機能を実現・運用する． 

 
 
４．研究成果 
オントロジーを組み入れたモバイルシステ

ムと SNS を開発し，試運用を行った．自己調
整活動を活性化する問い(オントロジー)を 

手がかりに特に認知方略に関するコミュニ
ケーションを図り，自己調整スキル獲得を意
図した交流活動の発現とその有用性につい
て検討した．それを通じて運用ノウハウを蓄
積し，オントロジーと支援機能の洗練に取り
組んだ．さらに，行動を振り返ることによる
気付きを簡便に記録できるモバイルシステ
ムの試運用も行った． 

 実機には iPod Touch を用い，個別の会社
についての気付きや就職活動のプロセスで
の気付きを視覚的に表示し，自分への新たな
気付きを促す支援機能の有用性を検討した． 
 また，運用データをもとに，自己調整スキ
ルを蓄積するためのデータモデルとしての
コンピテンシーモデルの開発に取り組むと
ともに，オントロジーとしての体系化に着手
した．本研究では，就職活動タスクを例とし
て取り上げ，そこでの自己調整活動の活性化
とスキル育成に取り組んだが，本研究成果か
らは自己調整タスク一般に汎化可能な概念
も見受けられ，自己調整スキルモデリングの
枠組みとしての一般化可能性が示唆された．
また，本研究を通じて，気付きの適切な可視
化と自己調整活動を活性化する有用な問い
を与えることで，自己への気付きが促進され
るとともに，それを手がかりとした内省活動
の促進が示唆された．今後は，本研究で得ら
れた知見をもとにした，作文活動支援などへ
の展開が考えられる． 
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